
丘驚

。
御
着
城
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
御
着
字
城
ノ
内

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
四
月
を

一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
三
月

発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

遺
跡
の
種
類
　
中
世
城
郭

（平
城
）

遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
ぞ
安
土

・
桃
山
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

御
着
城
は
北
と
東
に
四
重
の
堀
を
廻
ら
し
、
西
と
南
は
天
川
を
外
堀
に
利
用

し
た
二
重
の
堀
で
囲
続
さ
れ
て
お
り
、
五
〇
Ｏ

ｍ２
の
規
模
を
も
つ
惣
構
の
城
郭

で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
赤
松
氏
の
被
官
小
寺
氏
の
居
城
と
し
て
、
ま
た
後
に

筑
前
福
岡
城
主
と
な
る
黒
田
官
兵
衛
孝
高
が
家
老
と
し
て
仕
え
た
城
と
し
て
も

著
名
で
あ
る
。
小
寺
政
職
の
代
に
羽
柴
秀
吉
の
播
磨
攻
略
に
よ
り
、
三
木
城
と

相
前
後
し
て
、　
一
五
八
〇
年

（天
正
８
）
に
落
城
し
た
。

落
城
後
は
廃
城
と
な

り
、
明
治
以
降
本
丸
跡
か
ら
ニ
ノ
丸
跡
に
か
け
て
小
学
校
用
地
と
な
っ
た
。
小

学
校
移
転
後
に
姫
路
市
で
跡
地
の
再
開
発
事
業
が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
姫

路
市
教
育
委
員
会
は
昭
和
５２
年
よ
り
計
四
次
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、　
一
四
世
紀
後
半
ｉ

一
六
世
紀
後
半
の
遺
構
及
び
遺
物
が
検
出

さ
れ
た
。　
三
ハ
世
紀
後
半
は
本
格
的
な
城
郭
と
し
て
の
縄
張
り
が
実
施
さ
れ
た

時
期
で
、
井
戸
、
石
組
濤
、
礎
石
建
物
跡
等
が
検
出
さ
れ
た
。
ニ
ノ
丸
跡
中
央

部
で
井
戸
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
井
戸
の
排
水
濤
と
し
て
源
を
発
す
る
石
組
濤
は

途
中
で
複
雑
に
屈
曲
し
、
ニ
ノ
丸
跡
東
北
隅
に
至
っ
て
堀
へ
落
ち
る
。
こ
の
石

組
濤
は
ニ
ノ
丸
跡
の
基
本
的
な
排
水
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、
ニ
ノ
九
跡
の
細

か
い
区
割
り
の
機
能
を
も
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
組
濤
に
そ
っ
て

礎
石
建
物
跡
、
石
組
施
設
、
く
ど
等
が
検
出
さ
れ
、
城
が
計
画
的
に
造
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
ニ
ノ
丸
跡
中
央
部
の
井
戸
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
石
組
で
内

径
Ｏ

・
九
ｍ
、
深
さ
六

・
五
ｍ
を
測
る
。
基
底
部
は
偏
平
な
石
を
二
段
に
積
み

重
ね
た
堅
固
な
も
の
で
、
不
等
辺
七
角
形
を
呈
す
る
。
上
層
は
石
製
品
、
備
前

焼
、
瓦
、
石
等
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
下
層
の
泥
土
層
よ
り
木
筒
、
将
棋
駒
、

下
駄
、
櫛
、
備
前
焼
等
が
豊
富
に
出
土
し
た
。
上
層
出
上
の
備
前
焼
参
石
塞
は

一
五
七

一
年

（元
亀
２
）
銘
入
り
の
大
甕

（岡
山
県
立
博
物
館
蔵
）
の
直
前
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
下
層
出
上
の
備
前
焼
と
ほ
と
ん
ど
大
差
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
井
戸
の
時
期
が
限
定
さ
れ
る
。

路
　
８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

餌
　

「□
□
十
」
　
　
　
騨］卜巡
］溢
　
ｏ路

９
　
関
係
文
献

融
魏
節
勲

『
御
着
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
八

一
年

（山
本
博
利
・
秋
枝
　
芳
）
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